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１　はじめに

細胞内寄生菌であるリステリア（Listeria monocy-

togenes，以下L.mと略）は，人に敗血症，髄膜脳炎，

死流産などを引き起こす病原細菌として認識されてい

る。米国CDCは，毎年，米国内で2500例の重症化した

リステリア症が発生し，500人が死亡していると推定

している1）。一方，日本ではリステリア症の発生は非

常に稀であり，年間83例と推測されている2）。食肉製

品のリステリア汚染の由来は，その原料肉の処理工程

における汚染である可能性も報告されている3,4,5）。そ

こで，県内で流通している食肉を調査し，食肉におけ

る汚染状況を把握することを目的として平成15年度と

16年度に汚染調査を実施した。さらに今回は，県内３

店舗の市販食肉に限定し，その汚染調査を行なった。

その結果，多少の知見を得たので報告する。

２　材料及び方法

２.１　材料

平成18年12月から平成20年3月にかけて，県内３店

舗（店舗１～３）で購入した鶏肉28検体，牛肉13検体，

豚肉39検体，牛･豚肉ミンチ2検体を使用した。

２.２　リステリアの分離方法

食肉10gをとり，90ｍ lのUVM Modified Listeria

Enrichment Broth(DIFCO)を加えストマッカーで１分

間処理し，30℃，48時間好気培養後，PALCAM-

Listeria-Selective agar (supplement 添加：MERCK)及び

CHROMagarTM Listeria(CHROMagar Microbiology)で

37℃，48時間分離培養を行った。コロニーは，ブレイ

ンハートインフュージョン寒天培地（BHI）で再分離

した後，グラム陽性短桿菌，SIM確認培地での25℃の

傘状発育，VP陽性，カタラーゼ試験陽性を確認した。

さらに，beutin培地（自家製）での羊血液溶血活性，

CHROMagarTM Listeriaでのハロー形成能，ラムノース，

キシロース，マンニットの分解試験を行い同定した。

２.３　L.m の血清型別

市販のリステリア型別用免疫血清（デンカ生研譁）

を使用して型別した。

２.４　PFGE（パルスフィールドゲル電気泳動）

店舗1から分離された L.m 1/2a 株について，CHEF-

D RⅢ（B i o - R a d）を使って，P F G Eを行なった。

Gravesら6 )の方法に準じて行い，制限酵素はAscⅠ

(New England Biolabs)を使用した。

３　結果

３.１　分離されたリステリアの血清型

表１に示すとおり，鶏肉28検体中９検体(32.1％)及

び豚肉39検体中１検体(2.6％)からL.mが分離され，

牛肉13検体と牛･豚肉ミンチ２検体からは分離されな

かった。牛肉，豚肉に比べて鶏肉の検出率が高く，分

離されたL.mの血清型は1/2a，1/2b及び1/2cで，同一
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要　　旨

平成18年12月から平成20年３月にかけて，県内３店舗で食肉を購入し，リステリア汚染の状況を調査した。その結果，

鶏肉の汚染が牛肉，豚肉に比較して高く，この傾向は以前の調査と同様であった。同一店舗の鶏肉では20日後も同じ

PFGEパターンのリステリアが分離されたことから，店舗内でのリステリアの食肉汚染が推測された。
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検体から２種類の血清型が分離されたものもあった。

豚肉から分離されたL.mの血清型は1/2b であった。

３.２　分離された L.m 1/2aのPFGE型

表１及び 図１のとおり，店舗１から分離された３

株の1/2aは，加工日が５月７日と５月27日で20日間離

れているが，同じPFGEパターンⅠを示した。また，

５月27日に加工された他の鶏肉検体からは血清型1/2a

の異なったPFGEパターンⅡの株が分離された。L.m

は店舗１及び２の検体のみから検出され，店舗３の検

体からは検出されなかった。

４　考察

日本で販売されている食肉のリステリア汚染は諸外

国と変わらないことが報告されており2)，我々は，以

前の調査から食肉が高率に汚染を受けていることを指

摘している4,5)。今回の分離結果は鶏肉で汚染率が高

いという以前の報告と同様であり，鶏肉は汚染を受け

やすい要因があることが推測された。通常は加熱して

喫食されるので公衆衛生上のリスクは少ないと思われ

るが，調理時の他食材への二次汚染に注意する必要性

があると思われる。同一店舗で20日後に加工された鶏

肉からも同じPFGEパターンの血清型1/2aが分離され

たことは，店舗内で食肉が汚染されている可能性を示

唆するものと思われるが，店舗により差が認められ

た。
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表１　血清型及びPFGE型 

検体 陽性検体数 血清型 食肉加工日 店舗 PFGE（1/2a） 
鶏肉28 9 1/2c 19.2.18 1 

2 1/2b 

1 蠢 1/2a 19.5.7 
1 蠢 1/2a 19.5.27 
1 蠢 1/2a 19.5.27 
1 蠡 1/2a 及び 1/2b 19.5.27 
1 1/2a 及び 1/2b 19.7.16 

2 1/2c 20.2.11 
2 1/2a ※及び 3a 20.2.25 
2 1/2b 20.3.2 

牛肉13
豚肉39

牛･豚肉 
ミンチ2 

 

0 
1 

0

20.2.25 

※ PFGE 未実施 

図１　20日間離れた加工日の食肉由来 1/2a の 
　　　PFGE（Asc蠢使用） 

λ ladder 5/7  5/27
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